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ミロシュ0.V. de L. Milosz 
の詩について

一一－鍵と馬車と太陽一一

小浜俊郎
II suffirait d’avoir, non la clef, mais le lieu A. Dh6tel 

(1) 

詩人は，小説家や劇作家よりもはるかに流動しそして暖昧な空間に位置

しつつその場所を移動するかに見える。「わたしはどこにいるのか？J Ou 
suis-je? あるいは「空間はどこか？」 Ouest l’espace？とし、ぅ疑問が，

人生と自己を絶えず苦しめてきたミロシュ OscarVladislas de Lubicz-

Milosz (1877-1939）にとって，なおさらこの特徴が著しいことは言うま

でもない。父が白ロシヤ人で広大な土地の貴族，母がユダヤ系イタリ一人

とし、う両親に恵まれながら，深い孤独感に悩みつづけた彼が， リトアニア

のチェレイア Czereiaで生まれたのに， 12才以後故郷から離れてパリに住

み，外交官として活躍したが，後にフランス国籍を得たとし、う外的な状況

はしばらく考えず，異国の一読者である私が彼の詩を読むとき覚える奇妙

な不安と陶酔から小論をはじめたい。

第一の詩は，『7つの孤独』 LesSept Solitudes (1906）中の「心地よい

車Lみ…」 Grincementdoux ...である。

Grincement doux ... 

Grincement doux et rou日le a’une ber line ... 
Le crepuscule pleure de vielle joie ... 

-11 faudrait pourtant aller voir qui est fa. 

一“Bonsoir,comment vous portez-vous, Mylord Spleen ？” 
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Les chevaux, les chevaux du passe hennissent 

Le soir, le soir, aux fenetres de l’oubli. 

一“Ladiva que vos sentiments appaudissent, 

Mylord, l'avez-vous revue en Italie ？” 

II pleut, il pleut doux de la pluie ancienne 

Sur les toits, sur les toits rouges d’autrefois. 

一“Mercipour votre aimable lettre de Sienne ; 

Et Noel, se souvient-il encore de moi ？” 

Ton coq, ton coq, girouette, dit jamais plus, 

J'ai mal, j’ai mal, 6 grand-pらresoir, a l’ame, 

一“Cesmaudites routes d’automne, goddam ！” 

A propos ... Godwin et Percy vous saluent.” 

Soir de jadis nalf doux comme un qui cuve 

Son vieux vin de l’an vingt prらsd’un feu leger. 

－“Et puis vous savez, je suis si distrait !-J’ai 
Oublie de jeter moi clans le Vesuve.” 

ここには，後期象徴派のレニエ Henride Regnier サマン Albert

Samainメーテルリンク Maeterlinck らの端正で典雅な造型や神秘も，

初期のヴァレリー PaulValery，クローデルPaulClaudelやジィド Andre

Gideらの熱烈で活滋そして清新な精神もほとんど見られず， 20才後半の青

年の作とも思われぬ，憂愁と沈欝な気分が漂っている。しかしこの特質が

ただちに価値をおとしめることにならないのは， ミロシュが1914年冬の神
リュごナシオン

秘的体験の後みづから 1冊の詩のアントロジーを1929年に編んだときにも

この作品を収めたことからも類推されるだろう口それは「1台の幌っき四

輪馬車の静かで錆び、た車しみ 」という物語に似た冒頭，第2行の「夕暮が

昔の歓びに涙を流す…」とし、う私的感傷，第3' 4行における「ーーとも

かくあそこにいるのはだれか見に行かなきゃなるまし、」， 「今晩は， ごき

げんいかがですか，憂欝なご主人さま？ Jとつづく，いささかチエホフの

舞台を灰めかす導入が，読者をこういう歌いかけに引きこむ，独特な魔力

をもつことからも推察されよう。その他，英国仕込みでたとえばシャトー
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プリアンやネルヴァルのようにイタリアに旅をしたが，かりそめの恋も生

来の倦怠をまぎらわせず，そして館に帰ってきた貴族と老いた執事とのゆ

るやかなテンポの対話も興味を惹くが，後年ミロシュの世界にますます数

多く現われる， rj百七Jのくりかえしや反復には注意する必要があろう。たと

えば第6行の Lesoir, le soir第9行の 11pleut, il pleut，第10行の Surles

toits, sur les toits第13行の Toncoq, ton coq，第14行の J’aimal, j'ai 

malがそうであるが，また「古い」とか「昔の」とか「忘却」のような，

過去に触れる言し、回しが多い一一ーたとえば第2行の vieille第5行の les

chevaux du passe第6行の auxfenetre de l’oubli第9行の lapluie 

ancienne第10行の d’autrefois第17行の Soirde jadis nalf第18行の

Son vieux vin J’ai/oublieなど一一一うえに，第8行の l'avez-vousrevue 

第12行の sesouvient-ilにおける思い出とか記憶にまつわる対話もあり，

詩全体に単調で眠気をさそうリズムの呪縛を感ぜ、ざるをえなし、。子守唄や

流行歌調といっては言い過ぎだが，この｜慶昧だが心を安堵させる効果を強

めた若干の例として，目頭の詩行における的確な名詞どめと 3つの r音と

2つの OU音の対照，そして聴覚（馬車の「札み」）と視像（「錆びた」馬

車）との快よい暗示，また第17-18行における

Soir de jadis nalf，【louxcomme un qui cuve 

恒 vieux虫 de坦 v！堅tpres旬 feuleger,(.I) 

おびただしい鼻母音と，「素朴な昔日のタ」を「軽い火のそばで30年も古

い酒を発酵させるタ」のように「甘やかJdouxだと除える卓抜な著想な

どを挙げることができ，これらの技巧は凡庸な詩人の子には到底およばな

いものであろう。

むろん，このような表現は彼個人の独創によるものだけでなく，シャト

ーブリアンからフ。ルーストを経た，文学における「無意識的想起」という

重要な主題および技法の伝統，そしてミロシュ自身告白しているラマル

チーヌ Lamartineやポオ EA. Poeの文体の影響が，かなり深い影を落

していると思われる。そのためすで、に第1詩集『頚唐派詩篇』 LePoeme 

F
「
υ

円
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de Decadences, (1899）一一ーまた若書き『破られた手帳』 LeCahier dι 

chir・6ーーにも多くこの傾向は見られるが，一例として「旅」 Voyageをと

りあげよう。

Voyage 

Fanny, ma nostalgique aux yeux couleur de cieux 

Defunts ! partons, vers le Jadis, en diligence ... 

0 ! la route sentimentale, et le silence 

Des vieux soleils, et ce desordre en vos cheveux, 

Ma frele amie aux yeux couleur de fleur-de-lin ! 

Le postillon jovial active les collines 

En fuite a contre sens, et les brises calines 
Agacent les feu日letsde votre Jocelyn. 

Ce lac, ce lointain lac, petit comme une fleur ! 

Ah ! puisse-t-il ne point finir, le cher voyage ! 

Vos yeux sont les calmes dormants d’avant l’orage; 

L’ennui blanc des chemins grelotte de chaleur. 

Le v白1iculeroule avec des rythmes doux 

Vers le vieux pays des brigands et des musees. 

La foret vous b白litde branches amusees. 

Melancolique enfant fiere de votre toux ... 

C’est la vieille chanson qui vient pleurer tout bas 

Dans le parc orphelin de jadis, c’est l'amere 

Et chevrotante melodie, 6 ma bien chere, 

Du pauvre bon vieux temps qui ne reviendra pas ... 

ここでは，冒頭の行が示すように，「乗合馬車で昔の日々 Jadisに出発

しよう」と，「過ぎ去った空の色の限」をした「郷愁の女性ファニー」に呼

びかけているので，前に引用した詩のいわば前唱とも言えるのだが，「咳
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が出るのを誇らしく思い」（第16行）， 「甘ったるい微風が『ジョスラン』

（広告喜一）のページをひるがえすJ（第7-8行）「憂欝な子供」ファニー

を連れて，「乗物が海賊と博物館の古い国へ心地よいリズムで走って行く」

（第13-4行）描写は，かなり夢想的だと言わねばならず，たとえばロマン

派の青年ネルヴァルの詩「馬車での目覚め」 Lereveil en voitureにおけ

る，すばやく継起する外景とそれらを見る醒めた眼と比較するとき，きわ

めて異質な「場所」に導かれる。二人の作家に対する好悪や判断はこの場

合あまり問題にはなるまし、。象徴派詩人が外界に対峠するとき強烈なだが

危険な想像力の作用によって孤独な領域に追いこまれる場合と異なり，

ロシュの特殊な「位置」がここで大きい関心の対象になるだろう。ミロシ

ュのこの作品では，第4行 lesilence/des vieux soleils第14行 levieux 

pays第17行 lavieille chanson第18行 lepare orphelin de jadis最終

行 Dupauvre bon vieux temps qui ne reviendra pas ...など， 5箇所

の「年老いた」とし、う用語が目をひくが，とくに最後の場合に歌われてい

るように，この作家の世界では， 19世紀ロマン主義やジョージ王朝派の詩

人たちと異なり，帰るべき「家」や「故郷」が現実には存在していないので

はないか，とし、ぅ印象を強く受ける。だがそれだからといって彼は現実に

執着して凝視するわけではなく，いわば祈1と極小なるものとの中間的存在

である人聞が所有する，根源的郷愁に悩まされ，神秘的な永遠なるものを

生涯を通じて採索しつづけるように思われる。たとえば「年老いた太陽ーた

ちの沈点jとか（第3-4行）「甘ったるい微風がページをひるがえす（慌
弘苛）」（第7-8行），また「道の白い倦怠が暑さで震える」（第附），昔

の孤児の庭」（第18行）などの表現が発散する，世紀末の倦怠感と鋭い神経質

にも，厄介で困難な場所に住まざるをえない詩人の心情の一端がうかがわ

れるのではあるまいか。つまり『7つの孤独』の他の詩行でも歌うように，

「魔力に病む，時間の外の過去」 Dansun passe hors du temps, malade 

de charmeそして「遅れた青春」 Cettearriere-jeunesseとし、う時間で

は，「遠くから詩人の私に話すのは， 郷愁にみちた不可能JMe parle de 

loin l’Impossible nostalgiqueの顔にすぎなし、かもしれない。まだ若年の
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ミロシュが足を踏み入れはじめた領域は，おそらく一個人の幸福な幼年時

の充実した「過去時」ではなく，したがって彼を夢想の詩人とのみ名づけ

るわけにはゆかず，「陵昧」と「神秘」の国をすでに視ていたのであろう。

多くのアントロジーに選ばれる，「アナベル・リーJのポオを連想させる

均衡のとれた秀作「死者はみな酔う…」 Tousles morts sont ivres ...で

主題となったノルウェー沿岸の現実の墓地ロフォーテン諸島Lofotenも，

この幻想の空間に近く，作品の最終行における，詩人の「私Jが「死者た

ち以上に死者である」 Lesmorts, les morts sont au fond moins morts 

que mo｛~2！. という苦悩の表現が読む人の心をうつ。さらに第 9-12行で
歌われているように，この「領域」が現実から作者の心へ移行しているこ

とに注目したい。

Je ne verrai tres probablement jamais 

Ni la mer ni les tombes de Lofoten 

Et pourtant c’est en moi comme si j’aimais 

Ce lointain coin de terre et toute sa peine 

(2) 

つぎに重要な詩として「夜止った幌っき四輪馬車」 laBerline arret白

dans la Nuitを指摘しよう。この作品をミロシュ自身第2回の自選詩集

Fourcade版， 1929，そして選文集『ルムュエルの告白』 laconfession de 

Lerτiuel, 1922にも含めていることから，しかも，彼の生涯の大きい転機と

なった1914年12月の神秘的経験以前の1913年をさかのぼる時期の制作と考

えられる点から，詩人が特に大きい評価を与えていたことがわかる。また

ジャン・カスー JeanCassou も2度にわたる言及のなかで，この詩篇を

「春の讃歌」 Cantiquedu Printemps，三つの交響曲詩篇 laSymphonie de 

Septembre, la Symphonie de Novembre, la Symphonie Inacheveeそ

して，「H」H，「空地」 LesTerrains Vagues，「荷車Jla Charretteとと

もに「偉大な諸詩篇」「フランス語の最も美しい作品に入る」と語り，「読み

そして読みかえし」「それらの素晴らしい魅力で心を養うべきだろう」と
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説いてやまなし、。その主な理由は，指摘された詩作品がし、ずれも「地上の

旅の頂点」に，また「決定的天啓および再生の出発点とし、う時期Jau mo・

ment zenithal du voyage sur la terre, sur le seuil de l'illumination 

d組nitiveet de la Rennaissanceに，そして「体験された詩情表現と精神的

苦行の2頂点との最も奇蹟的な一致が完成しているJEn eux s’accomplit 

le plus merveilleusement la coincidence d’un sommet d’expression 

lyrique vecue et d’un sommet d’ascese spirituelle.場所に書かれたか

らであると，論じているのは興味深い。これはいわゆる「イリュミオシオ

ンJ以後の思想の変化がどのように詩化されたかの問題にかかわってくる

だろう。ともかく， 4年にわたるこの時期は，カスーの巧みな言い回しに

よると「熱情と悔恨と叫びと涙の泡立ち」であり，ピュージュJ.Bugeが

述べるように，交響曲諸詩篇は「他の人びとの聞における孤独というだけ

でなく，詩人の心における，すでにあるいはまだ住まない神を前の大いな

る孤独の詩」にほかなるまL、。ミロシュの最初の理解者だった作家ミオマ

ンドル Francisde Miomandreも，交響曲諸詩篇においては，「絶対の

征服が幼年時の再征服となり，《現存の場所》と幼年時の場所である誕生の

家とが並置されている」と指摘しており，ともあれこの時期jの詩群は詩と

思怨との接点の場所にほかならないが，絶対 l’Absoluあるいは現存 la

Presenceというような観念をめぐる形而上学的語法がまだ後年ほど支配

していないと思われる，「夜止った幌っき四輪馬車」を，ここでしばらく

考察することにしよう。しかし66行の白由詩形一一一若干の部分に脚韻は存

在するが一ーの全体を引用することは割愛しなければなるまい。

だが最初に引用した詩とこの作品との短かい約6年の問に，何という世

界の変貌が見られることだろう。「心地よい車しみ…」を導入部としても，

これほどの展開と深化が次の詩でおこなわれるとは想像もつかないことで

ある。前作にも片鱗はうかがわれたが， ドン・ファン伝説を主題とするす

ぐれた劇作家の一面を有しているミロシュゆえに当然であるとはいえ，多

くの劇的情景を詩のなかで巧みに移動し呼応させており，あるときは私的

回想や現在の情感を二重三重にかさねたり，また視像と音感，また種々の

-271 ( 24) 



主題をだぶらせるとし、ぅ技法，とりわけ独自や対話の挿入がきわめて注目

されよう。この観点から考えるとき，主としてこの詩以後，やはり1914年

の体験がひとつの契機であろうが，ビュージュ亡きあと現在ミロシュ研究

の第1人者であるベルマン・ノエル教授J.Bellemin 

評家が指摘するようIこ，破格で自由な詩形の使用が大きい役割りを果した

ことは強調されなければならなし、。マラルメをおそらく極北とする象徴主

義とは反対に， ミロシュは暗示や比除ひいては沈黙を好まずに，むしろ描

写と物語の方を選ぶ。たとえばゴドワ A.Godoyやジドニス G.I. Zidonis 

らに少し言及されたが，同じ単語や頭韻そして類似の情景の執助なまでの

繰返し larepetitionは，読む者の想像力と無意識を強く引きつける，す

く、、れた話し手の語りくちにほかならない。

(Milosz“Poesies, II,"¥ 
たとえば最初の14行＼A.Silvai民 p.133 ）を書き写してみよう。

En attendant les clefs 

-11 les cherche sans dou te 

Parmi les vetements 

De Thede morte il y a trente ans-

Ecoutez, Madame, econtez le vieux, le sourd murmure 

Nocturne de l’allee ... 

Si petite et si faible, deux fois enveloppee, dans mon manteau 

Je te porterai a travers les ronces et l’ortie des ruin es jusq u’h 

la haute et noire porte 

Du chateau. 

C’est ainsi que l'aleul, jadis, revint 

De Vercelli avec la morte. 

Quelle maison muette et mefiante et noire 

Pour mon enfant ! 

Vous le savez deja, Madame, c’est une triste histoire 

「心地よい軌み…」では，いわゆる蕩児の帰宅を待ちわびた老執事と若

( 25) ハ
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主人との対話がおそらく主題だったが， 今度は夜中に着いた幌っき馬車

から降りる，青年と恋人と御者の3人の会話から始まる。鍵を待ちながら

／「30年前に死んだテクルの／服の聞から／彼は探しているのですよ／お

聞きなさい， あなた， 聞きなさい／並木道の夜の／昔のにぶいつぶやき

を…／」舞台は「廃屋」ruinesである館 chateauと「高い黒い扉」 lahaute 
いちご

et noire porteの間でおこなわれるようだが， そこには「木喜といらく

さ」 lesranees et l’ortieが生い茂っている。御者が鍵を探してくるのを

待つ間，かつて祖父が死んだ祖母を連れて戻った過去と主人公が恋人と帰

ってきた現在とが重なり，この 14行の導入部には，「鍵」と「死Jと「無

言で疑い深く黒い家」（第12行）というライト・モチーフが主要な旅律を

かたちづくっている。これらのモチーフは詩が展開されるにつれて多様な

変奏をほどこされ，そのすべてを示唆することは不可能だが，とくに留意

すべき表現として，「一族や召使たちの死」（第15-19行，第57行）「眠り」

Dormez un peu, Madame.-Dors, man pauvre enfant, dors. （第32行），

第15行， 第40行， また弱音器をつけたように柔かく追憶に現われる「老

婆」（Dansle rayon de la lanterne elle tourne, tourne avec le vent/ 

Comme dans mes songes d’enfant/La vieille,-vous savez，一一lavieille) 

（第41-3行），「失われた記憶」Mai,j’ai perdu la memoire （第58行），「老

年と酒と狂気」 Ilest fort age,/La tete est derangee./Je gage qu’il est 

alle boire （第45-7行），さらに「錆びついた鍵穴J「問をかけた扉，閉じ

た鎧戸」「黒い， 黒い家」（第51-5行）， 生ある動物として「巣」と「み

みづく」（第30行， 62行）を列挙することができょう。だが，最後の2行

に聞える並木道の足音と「影」と「鍵」のイメージを，冒頭のそれとみご

とに呼応しあうものとして指摘したし、。 J’entendsun pas au fond de 

l'all白，／Ombre,Voici Witold avec les clefs. この詩人の繰返し語法に

ついては，同じ詩のなかでは，前に引用した第41-3行における tourne,

tourneとlavieille-vous savez-la vieilleと第51行の Maisonnoire, 

noireが目立つが，この noireとし、う形容詞はかなり多く使われこの他4

回を数える。しかし第2に引用した作品「旅」で少し触れておいたが，こ
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の詩でも levieux, la vieille, jadis, ageなどの語が印象深く，「死」，「遠

方」 loin,lointain，「追憶J「忘却」「霧」「つぶやき」「夜」「家」などのイ

メージとともに，「老し、」への偏執は，ミロシュの文学世界における物語的

叙述の特質を示すものと言えよう。しかしこれらの言葉は，けっして何も

のjかの象徴でもメタフォルでもないし，またそれを「暗示Jするわけでは

あるまい。いま流行の言い回しを用いれば，いわばこれらはミロシュのエ

クリチュールであり，シニフィアン lesignifiantなのである。ビュージュ

が著作の冒頭に引用したが，この詩人の「感歎すべき散文詩」にほかなら

ない講演原稿（1919年5月）のなかで，「私」が人びとを導く「リトアニア」

という「奇妙な，需のかかり，曇って，つぶやきJune contr伐 etrange,

vaporeuse, voilee, murmurante.また「あらゆるものが思い出のあせた

色に塗られ」 touteschoses ont la couleur eteinte du souvenir.「睡

蓮の香り，ひどく湿る森の露が包みこむ」国を，上記の言葉たちはみごと

に物語り描写すると言えよう。その他この詩人特有の想像力が目を惹く部

分に下線を付しておきたい。 Venez,je vous conduirai en esprit vers 

une contr白 etrange,vaporeuse, voilee, murmurante. Un coup d'aile, 

et nous survolerons un pays ou toutes choses ont la couleur eteinte 

du sοuvenir. Une senteur de nympheas, une vapeur de foret moisis-

sante nous enveloppe. C’est la Lietura, la Lithuanie, la terre de 

Gedymin et de Jagellon. Le ciel tiede et pale de la pensive contree 

qui s’ouvre devant nous a toutes les fraicheurs du regard des races 

primitives, i1 ignore la somptueuse tristesse de murir. Apres la 

lethargie des sept mois d’hiver, i1 s’eveille en sursaut a la beaute 

soudaine du printemps et, des le mi-septembre, ce renouveau fecond 

qui n’a point engendre d’ete, rappelle par la voix des corbeaux le 

long hiver de sept mois. Alors le parfum de miel de l'ete lithuanien 

fait de nouveau place a cette odeur d’automne qui est comme l'ame 

de Lithuanie. Senteur douce-amらre,comme d’un vieil arbre renverse 

et enseveli sous la mousse, comme d’une ruine apres l'averse de fin 

( 27) -268-



d’ete. Une lumiらreblafarde enveloppe la plaine, une brume de sou百re

se couche sur les forets, la paleur de l’idee fixe noie la force silen-

cieuse du soleil. Le traineau, bien qu'il n’y ait pas de neige encore, 

remplace la charrette sur les chemins noyes. L’odeur du lin pour-

rissant dans la rivfore s活tendsur les campagnes. Entin la neige de 

Novembre fait son apparition, et les chiens de garde reprennent 

leurs interminables colloques du soir avec les loups de la vieille foret 

perdue dans le brouillard. そして彼独特の形容詞 tiede,pale, douce-

amere, blafard(e) perdu(e), vieilの多用も，他の作品と同様ここにも見

られ，風景の点描ともども「リトアニヤの魂」 l’amede Lithuanieが緩

やかに豊かに呼吸しているのが感じられよう。

しかし小論を「夜止った幌っき四輪馬車」にもどし，冒頭と中間と最終

行の三箇所に現われる「鍵」 laclefのイメージに注目したい。鍵というと

すぐに家の戸とか宝石箱の蓋などを想像し，きわめて一般的なフロイト亜

流の精神分析の対象となり文学の領域には少ないため，あの多彩で豊富な

著想をもっパシュラールでさえ，いささか口ごもっている。戸と鍵といえ

ばミロシュと同世代のメーテルリングの若干の詩篇や『ベレアスとメリザ

バ』 Pelleaset Melisande (1893）一この周知の戯曲では主妃の手から

故意に泉に落ちた冠（第1幕・ 2場）と同様海辺の洞窟に落ちた指環がか

なり重要な導入のモチーフとなっていて「鍵」ではないが，ふたりの作家

の世界には類似の背景を見出すことができる一一ーを直ちに思い浮べるが，

「鍵」とし、う言葉が使われたのは，たぶん1904-6年頃に書かれた，珍ら

しく母への愛と父の死に言及する戯曲『ドン・ファンの諸情景』 Scenes

de Don Juan, 1906 （最初は詩集『7つの孤独』に併載）がはじめてでは

あるまいか。次の台詞を語っているのは，未知の者 L’inconnuそして変

身を願うドン・ファンと従者に歌いかけるライン河の妖精であるが，鍵は

川の谷聞に眠る「古い酒倉」を開く役割を持つもののようだ。
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les voix 
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Cherches-tu ton mirage mort dans l’eau grise du Rhin? 

-Dans l’eau vieille du Rhin, qui trouve son mirage eteint? 

Yeux d’enfant-reine, fovres de fee et printemps de voix, 

-Toutes choses qui furent et ne furent pas-

Et le meme gout, et plus le meme, ah, dans ce vin ... 

Esperer? qui te defend d'esperer? Songe aux annees 

De te revoir tout autre, tellement autre, etonnees ! 

Ah ! plus de reves, ni de demains ni d’amours pour toi. 

-Toutes choses qui furent et ne furent pas-

Songe, ami, a tes grandes solitudes e百euilles! 

Je te donnerai-mais ne le dis pas. la pauvre clef 

Du caveau de ton passe, la-bas, loin dans la vallee 

Ou 1’on voit jour et nuit la neige neiger sur le Rhin ; 

-Et toutes choses qui furent et ne furent pas 

Luiront comme des villes dans les lacs d’or de ton vin, 

Dans les lacs d’or-songe aux annees de ton cher vin du 

Rhin. （藷）

おそらく「鍵」とし、ぅ通俗な請のミロシュの最初の文学的表現と思われ

る未完のドラマの断片を離れて，引用した諸詩篇と同様やはり「車」を主

題とし「鍵」のイメージも存在する作品の一節をここでとりあげよう。そ

れは， 1918年にわづか5篇の“H”，“LaCharrette，”“La Gamme，”“Les 

Terrains Vagues，”“Le Pont”（1915年12月に着手された）で構成され

た薄い詩集『アドラマンドニ』 Adramandoniにおける，第2の詩の冒頭

であるが，ビュージュが言ったように，作者が神秘主義的体験に触れつつ

ここで表現する「深い苦悩の証言」は， これで「肉体と精神の戦し、」が
締注Cl〕

終りを告げたのではなく，「個人的なもの」から「非個人的なも司の」へ移

行するのを怖れていること，そして「地上の幸福にではなく愛情 latend-

resse terrestreに絶望的にしがみつく」状態にいることを，示すのでは
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なかろうか。しかし「荷車」 LaCharrette ( 4行詩節×14）は1915年12月

から書きはじめられ， 1917年6月の最終稿まで75ページにわたる丹念な推

敵がジャツク・ドゥーセ書庫に収められていて，これを J.B.ノエルが，

記号論と精神分析学的方法を援用しつつ，精密で執劫なB5版142ページ

の書物で追及しているため，詳細はやや難解だが著者に委ねることにしよ

う。ここでは「大都市における冬の朝を記述したり，あるいはドラマが演

じられる舞台装置を並べるというよりも，悲嘆 ladesolationの空間その

ものを，または人の住めない場所としての悲嘆をほのめかすほうを問題と

する」という，巧みな指摘を引用するにとどめておき，最初の8行をとり

あげたい。

La Charrette 

L’esprit purifie par les nombres du temple, 

La pensee ressaisie a peine par la chair, deja, 

Deja ce vieux bruit sourd, hivernal de la vie 

Du coeur froid de la terre monte, monte vers le mien. 

C’est le premier tombereau du matin, le premier tombereau 

Du matin. 11 tourne le coin de la rue et dans ma conscience 

La toux du vieux boueur，品lsde l’aube deguenillee, 

M’ouvre comme une clef la porte de mon jour. 

いま問題となるのは第2節（大意「それは朝の放下車， 朝の最初の放

下車。それは街の角を廻り，私の意識のなかで，年老いた清掃夫の咳が，

ぼろを着た暁方の息子である私のために， 1日の戸を鍵のように開けて

くれる。」）であるが， さしあたって参考となる原稿をノエルの書物から

引用すると次のようになる。ただし下線の部分は決定稿と同ーの箇処であ

る。①Dansle gemissement d’essieux de mes (vieux os) jours/Tu 

sais ce qui se passe dans mon coeur/Quand gemit le pr~mier tom-

bereau (terrible, fatal) du matin,/Quand les vieilles roues font un 

bruit de conscience malade sur le pave. ②Et deja le salut du veil-
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leur au boueur /0l1vr~ (toute l'ame) les deux portes du jour comme 

avec une clef. ③(Je suis seul sur la terre et la voix des boueurs/ 

Grince comme une clef dans la porte du jour)/Le salut du veilleur 

au premier boueur m’ouvre/Comme une clef les portes demon jour. 

これらに目を通すと， 朝の放下車の古い車輪の音， 詩人の年老いた意識

（若手民祭は），夜警の清掃人の咳のまじる声の挨拶， 鍵で戸を開くかの

ように重く車しんで始まる作者の 1日，…といった現実と意識の両w：界にま
たがるエグリチュールの過程がわかるだろう。ノエルの表現によれば「こ

の記述において，中断と分割！と切除と分離などのシーニュの下に置かれた

雫問時間的諸形式を想像力に暗示する，あらゆる意味内容を容易にひとは

分類できるだろう。『咳』のむらの多い音の後に，『1日の戸を開ける鍵』

の乾いた音が問える」ことになろう。ここで彼が言及を欲しているのは，

夜明けの舗道を進む車輪，清拍人のI反， Jiを開ける鉛！などの「音」が，意

味内容の日！：界を分節する非連続的な詩の機能を果すことだろうが，これは

し、わば夢の場面の非連続性であり， 川舟の「汽笛」（第3節）， 「もやった

はしけ」（第5節）「追われた花嫁の悲しい足音」（第7節）「馬のいななき」

「私の兄のすてきな足音」（第8節）などの他の諸例も， ミロシュにおける

この特色を示すものである口

(3) 

だがミロシュの「鍵Jの影像は，天の王国の鍵のようにいわばキリスト教

の正統的な宗教的心性の士に深い根を下しており，たとえ1914年冬の「霊感

の夜」がギーズやノエルの言うように，現実的経験というよりは神秘主義

哲学者スウェーデンボリィ Swedenborg との「文脈」で詩人に理解され

補注（幻

ているとしても，彼が友人につぎのように品った1節， Unsinistre matin 

de l'hiver 1914, je me presentai chez lui. Milosz m'accueillit frater-

nellement, me retint dans son vestibule, et je l'entendrai toujours 

me dire, adossant a un mur sa haute silhouette ：“J’ai vu le soleil 
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spirituel ”．．．は，「私は霊的な太陽を見たのだ」という告白とともに強

い印象を与える。詩「タリタ クミ」 TalitaCumi （郡豊定）の 1節に

おける， 「私はそのとき夏の夜に河で燃えるものとなり，人生の霧の中

で鏡のようにきらめく数かずの実在を開く，太陽の鍵が私の手もとにあ

るJJe suis alors comme une chose en feu sur la fleuve dans la 

nuit d’ete/Et la clef de soleil est sous ma main qui ouvre les Reels 

miroi伽 ts伽 brouillardde ~i~ （謹）という謎めいた記述からも理
解されるように，これまで何度も指摘した，夜，霧，水，森，家などの影

像のかわりに， これ以後のミロシュの世界に火や太陽や血や黄金そして

「実在」などの抽象語が現われるだろう。鍵とそれらのイメージが結びつ

いた例証を一部分しか示すことができないが，多くの問題を含む「認識

の聖歌」 Ca州 uede la Connaissan吋~~~＝IE）九ここでとりあげた
L、。

これはB5判で12ページにわたる長い詩であり，やはり J.B.ノエルの大

著『ミロシュの詩・哲学』 Lapoesie. philosophie de Milo位， Klincksieck,

1977のほうに分析は委ねなければならず，小論では，「太陽」や「黄金（光）」

「鍵」のイメージにのみ範囲を限る必要があろう。しかもこの作品「認識

の讃歌」の冒頭と末尾において，「聖なるものの夜々を太陽で照らす時間

の教え」が，「〔これを〕要求した後， 受けとりすでに知る者たち」や，

「祈りにより言葉の源泉についての限想へ導かれた者たち」に与えられる

こと，そして「唯一なるもの」に祈りをあげ「苦悩の思い出を取り除かな

いよう」に，また「私から苦と悪を洗い清め」「あなたの善と悪で私に太

陽の衣を着せてくださるように，アーメン」と歌われていることは，宗教

的源泉の感情と太陽のイマージュの対応の点からも印象が深い。 （導入）

L’enseignement de l’heure ensoleillee des nuits du Divin./ A ceux, 

qui, ayant demande, ont re~u et savent deja./ A ceux que la priere 

a conduits a la meditation sur l’origine du langage./Les autres, les 

voleurs de douleur et de joie, de science et d’amour, n'entendront 

rien a ces choses./Pour les entendre, il est necessaire de connaitre 
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les objets designes par certains mots essentiels,/Tels que pain, sel, 

~ang, soleil, ten:-e, eau, lumiere, tenebres, ainsi que par tousles noms 

de metaux./Car ces noms ne sont ni frたres,ni les fils, mais bien 

les pらresdes objets sensibles. （末尾）C’estainsi que j'appris que le 

corps de l’homme renferme dans ses profondeurs un remede a tous 

les maux et que la connaissance de l’or est aussi celle de la lumiむre 

et du sang,/O Unique ! ne m'ote pas le souvenir de ces sou百ranees,

le jour ou tu me laveras de mon mal et aussi de mon bien et me 

fer habil 

また題名の「認識の讃歌」とは，「神の夜々を太陽が照らす時間を自

由に歌し、」「至福と悲歎」 dela beatitude et de la desolationという
きん

「私の眼前に聞いた二つの陀界」について「知恵を述べつつ」「黄金と血

の失われた認識を語る」ことであろう。したがってこの「言葉の源泉」の

tM想を成就し，「黄金と血の認識」を獲得し得た者は， いわば「唯一なる

もの」に再度出会った哲人＝見者であり，つぎの 1節で歌われているよう

に，詩人は「思考することも感覚することも止めた者にすぎず，もう見

たものを描写するしかなし、」が， 彼の眼には「光の［止1#の鍵」がはっき

り見えるだろう。 J’aivu. Celui qui a vu cesse de penser et de 

sentir. 11 ne sait plus que decrire ce qu’il a vu./Voici !a clef du 

II1c:l!1:坐＿d~と~（藷）しかも械が「集める ip_Jifの魔術こより」「感覚的
計界の黄金が自己の秘密な価値を引きだし得る」 こと， 「真実は無限定な

るものとの位置関係」を明白にし， 「本質世界の可視の太陽」 として「聖

なる言葉」を語ることが可能になろう。

この至高の状態に近い「太陽」のイメージは，「認識の讃歌」の約12を

数える例のなかで，「太陽の卵J一一ーすこし白oteriqueな話だが一一一la

conscience de l’oeぱ solaire(A.シルベール版）Ainsi me fut revelee la 
¥141ページ ／ 

relation de l'reuf solaire a l'ame de l’or terrestre (145ページ）, Toi dans 

i’ぽufsolaj氏， toi,immense, innocent, tu te connais (118ページ）, Noye 

dans la b匂titudede l'ascension, ebloui par l’田ufsolaire, precipite 
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dans la demence de l'eternite noire d’h cote (149ページ）が第1にあげら

れ，また「太陽の戯れ」 Afinque je depense sans mesure tout mon 

C田ura ce jeu solaire de l'affirmation et du sacrifice (146ページ）や「太

陽の場所」 Jeviens de decrire l'ascension vers la connaissance. 11 faut 

s’elever jusqu’h ce lieu solaire. (144ページ）も見落せない。逆に， 低い

価値のイメージとしては， 「死すべき太陽JEt ce n’est pas le soleil 

mortel qui donne a la moisson sa couleur invariable de sagesse (146ペー

ジ）と「黒い太陽」 Leplus atroce etait au zenith et je le voyais comme 

d'un precipice de soleil no~r (147ページ）が指摘されよう。また詩的表現

として複数形の太陽がしばしば現われること，さらに重要な影像として，

「原初の記憶」 LaMemoire des Originesから発光する「記憶の太陽」

Soleil de la Memoireが，代表的な哲学詩論『アルカナ』 LesArcane 

1927において， 「存在の最も奥深い接近しえない場所」に「霊的な光線」

を貯蔵すると書かれていること， Lalumiere incorporelle, soleil de la 

Memoire, se retira dans la region la plus profonde et desormais 

inaccessible de son etre. L’homme separe de Dieu, prive de son unite 

spirituelle, ( ... ) regna miserablement sur une terre maratre plongee 

dans la nuit spirituelle sans memoire.そしてノエルや A.ゴドワたち

の指摘によって，原初の記憶と太陽一一心臓と血と光一ーを結びつけねば

ならないことを示唆しておこう。

光（＝太陽）と閣の2つの世界一一「至福」と「悲歎」，「肯定」と「否

定」 affirmationet negation－一ーを聞く 「鍵」 laclef du monde de lu-

mi島氏 laclef du monde des tenebres というイメ－~は，したがって
「唯一なるもの（胃吐空列「彼」 Lui「他者JAutre (i訳！？？」）と
地上の「場所」という， きわめて遠い「取り返えしのつかなし、」「永遠

の」距離にある 2つの「存在」をあらわに象徴しつつ， ミロシュの文学に

おける重要な役割を果しているのではあるまいか。その1例として次の詩

節をあげておこう。 Toidans l’ぽufsolaire, toi, immense, innocent, tu te 

connais./Mais les deux infinis de ton a白rmationet de ta negation 
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ne se connaissent pas, ne se connaitront jamais, car l活terniten’est 

que la fuite de l'un devant l’autre./Et toute la hideuse, la mortelle 

melancolie de l'espace et du temps n'est que la distance d’un oui 

a un non et la mesure de leur separation irr合nediable./C’estici la 

clef du monde des teneバ：（王室）

(4) 

詩人ミロシュは，本質的に不安な「位置」の世界に住む者で、ある。彼は

日常からの「分裂Jseparationと「距離」とし、う危険で｜殴l床な場所を生き

る。 「故郷一家」そして「異国一宿」としづ両義性，および往復と馬車と

いう主題が彼の文学に多いのも当然であろう。したがって彼は「唯一なる

もの」の倦まない祈願者となり，精神の「運動」を繰り返しつつ，「愛Jと
補注（ 3) 

「祈り」一一「祈り」を「黄金の鍵」，「宇宙」を「皇のダイアモンドとルビ

ーでいっぱいにした宝石箱」に除える一一ーにより，ニーチェ的な正午を思

わせる「永遠の」「普遍の肯定」 leOui universelを陀J慢し祝福するだろ

う。さらに，いささか秘教的な「原初」の記憶をたどるため，彼の詩は失

われた「実在」 LeReelへの情熱的で異端的な探究を表わし，その空間一

時間は多分に抽象化し観念性を帯びることになろう。 laPoesie, poursuite 

passionnee du Reel, semble appelee, en tant qu' ordonnatrice des 

archetypes, a survivre non seulement a notre civilisation mecanique, 

mais a l’Espace-temps lui-memeだがこのような段階に達するとき，詩
あるいは文学がし、かなる程度までこの思想を表現できるか，とし、う文学の

限界についての問題がかかわり， 9年の沈黙の後発表されたミロシュの最

終詩篇「朝の星の聖歌」 Psaumede l’Etoile du Matin, 1936をめぐる，

いわゆる歌のわかれ，そして晩年の『アルカナ』その他の哲学的著作の内

容を考察しなければなるまい。だが，これはノエルの精j微な大著や論考を

参考にするとしても，ジャン・リシェ JeanRicherが探究する文学の秘

教性との関連とし、う至難な領域に足を踏みいれることにもなりかねず，今

後にさまざまなアポリアを課すにちがし、なし、。
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( 1 ) 私が関心をもっ詩人の「空間jあるいは「位置」の問題は，ロシャ・ソオル

マリストの「特殊化」や山口昌男氏が提起しつつある「異化」のそれにかか

わりがあると思うが，さらに読者の住む「領域」とも徴妙かつ複雑に呼応す

るというであろう。

( 2) ノレボワ AndreLeboisは巧妙につぎのように指摘している。冒頭の「十二

才」とし、うのはミロシュがこの年にノミリに住んだことを示す。 Douzeans; 

il fallut le soustraire a la Russie, a !'intolerance. Vladislas [ =Milosz], 

attire par l’Exposition de 89, la Galerie des Machines, la Tour, la 

Roue et le Ballon captif, s’installe a Passy, rue Nicolo: le fils sera 

pensionnaire a Janson de Sailly./Les reves sont cloitres; l'amie est 

perdue. C’est la longue captivitιaggravee du depaysement. Ou suis・

je? La question retentira dans les Arcanes, la fureur de se situer 

devenue le moteur d’une metaphysique. Ou suis-je? demande le prince 

transplantιOu suis-je? demandera le Noble Voyageur depossede du 

paradis; car Czereia devient le paradis; rendez-moi mon enfance, le 

chateau dormant, la baie du sincere, I’archipel seduisant, l'ile des 

harpes. Rendez-moi ... Ou suis-je? Milosz partira de ce cri, pour y 

revenir. II faudra sou百rir,longuement, pour que la reponse vienne 

baigner le solitaire, brider la revolte, apporter la paix, dieter le oui et 

amen.（議） Lebois, A, "L'reuvre de Milosz," ed De耐 I,1960, p. 19-20 
( 3）“I. Comme la montagne m’emportait dans son vol, tout主 coupje 

vis s’ouvrir devant moi sur l'autre esραce la porte d’or de la Memoire, 

l’issue du labyrinlhe，＇’ Milosz，“Les ArcanesぺedEgloff, p. 13.“II. 
Une seule question nous rend dignes，。 Hiram,de nos grandes dou-
leurs: Ou est l'e砂町e? " Milosz, ibid., p. 14 この詩人と空間の問題は別の

機会で論じたいが，すでにノエル J.B.Noelが大著『ミロシュの詩・哲学』

でかなり精織に深化した研究をおこなっている。 Noel,J.B.“La poesie-

philosophie de Miloszぺedklincksieck, 1977. 
( 4) Milosz，“Poesies, Iぺed.A. Silvaire, p. 169 

( 5) une berline は仏和辞書では「ベルリン馬車」と訳されているが，リト

レ大辞典によると二座席四輪の幌がついた馬車を示す。ヴォルテールやサ

ン・シモンらの文にも書かれているように古風な形体らしい。 1° Carrosse 

suspendu et ferme, a deux fonds et a quatre roues.“Ceux qui ne 

voyaient qu’en chaise de poste ou en berlineぺVolt.Memo. I.“Le 
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r01 trouva【levantlui la berline de Monseigneur.円 St-Sim.293, 234. 

“Deux Anglais et des Russes voyagent a grands frais dans de bonnes 

berlines”， chateau. Italie, 47 （以下略） また平凡社発行の『百科大辞典』

の「馬車」の項には，「ベルリーネ。ベルリン型箱馬車， 181止紀にイギリス・

フランスで流行」と記載されている。

( 6) 『ソクラテスの死』 Lamort de Socrateのラマノレチーヌ。なおゲーテやボ

ードレールそしてマラルメの名を付け加えている。 Milosz，“Quelquesmot 

sur la Poesie ", in“0. V. de L. MiloszぺedA. Silvaire, 1959, p. 24. 

象徴派の時代のため，むろんボードレールやマラルメの感化のほうが強い

が，私見だが気質や文体ではラマノレチーヌとポオに近いのではあるまいか。

( 7) ノミリのジャンソン・ドゥ・サイイのリセ在学中に作られたものと推定される。

1957年級友ロラン・ポリス R.Borisの遺族からシルヴェールにそのコピーが

手渡され，ノエルがこのメートの研究を出版している。 Noel,J.B.“Poをmes

d’adolescence de乱1ilosz.le Cahier dechire, ed Lettres Modernes 

( 8) Milosz，“Poesies, I”， p. 34-5.その他 Dessoleils vaporeux. （“Poesies, 

II”， p. 53）など太陽の複数形。

(10) Milosz，“Poesies, I”， p. 158, p. 202. 

(11) Ibid., p. 167題名は“Tousles morts sont ivres ...ヘ Lofotenとし、う最終
音節は24行のうち7回も現われる。この諸島の町について GrandLarousse 

はつぎのように書くが，墓地の記述はない。ミロシュの夢想だろうか。 Lo-

foten (iles), archipel situe au large des cotes norvegiennes (Nordland); 

30000 hab. II est separe du littoral norvegian par le Vestfjord, cu se 

pratique la grande peche a la morue, en mars et avril. Les iles pos-

詑dentde nombreuses stations de peche: leur production represente 

60 p. 100 de la peche motru日仕enorvegienne. On inclut parfois dans 

cet archipel le groupe des Vesteralen. 

(12) この 1行におけるm音の反復も効果をあげているが，この詩人には類似の技

法が目立つ。

(13) 第1回の自選詩集は1915年 Figuiere社から出版されたが，入手できずこの

詩が収められているかどうか確認していない。

(14) 拙稿「ミロス中期の詩篇」（持i：ぶ~）のなかで数ページだが『交響曲詩
篇』「夜止った幌っき馬車」その他に触れておいた。（『詩不可視なるもの』，

慶磨、通信，昭和50年）

(15) Cassou, J.“Trois poetesぺPlon,p. 81 
(16) Cassou, J.“Reflexions sur le destin posthume d’un poeteヘin“Lire 
Milosz aujourd’hui", A. Silvaire, 1977, p. 189-196. 

(17) Buge, J.“Milosz, en quete du divinぺNizet,1963, p. 112-3. 
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(18) Buge, J. ibid, p. 114に引用。

(19) たとえば MiguelMafiaraぺ1912，“Mephiboseth”1913.
(20) ノミシュラールの表現をかりると， ミロシュの「家」は「垂直的存在Junetre 

verticalとしてではなく「中心的存在Jun etre concent吋として想像され

たものであり， (Bachelard, G.“La poetique de l’es paceぺP.U.F. p. 
34-5），現実的というより夢幻的 oniriqueなとし、う形容にふさわしいイメー

ジである。つぎの詩行のように，「家」と「母」とは根元的に呼応するかに

みえる。 Jedis: ma Mとre!Et c’est a vous que je pense，δMaison!/ 
Maison des beaux 白色 obscursde mon enfance，む vous/( ... ) （“In-

somnie”， p. 96）なお，原詩の12, 3行は， Ades，“poetesactuels”の

レコードでは女性の声で吹きこまれているが， これ以外には， 28行， 32行

後半－37行， 48-9行，が同じ女性の戸で読まれた。男性は Laurent

Terzie妊の朗読である。

(21) 拙稿（鵠~I~もお杯）の 178-9 ページにも書き写したが， 短音節（3' 4 
音節）と同音の反復のとみごとな例として再度引用したし、。 Maisonnoire, 

noire./Serrures rouillees,/Sarement mort,/portes verrouillees,/Volets 

clos,/Feuilles sur f euilles depuis cent ans dans les allees./Tous les 

serviteurs sont morts./Moi, j’ai perdu la memoire./Pour l'enfant con-

fiant une maison si noire!/ 

(22) Buge, J. op. citιp. 14. 

(23) Bachelard, G.“La poetique de l’es paceぺp.79 91. 
(24) Maeterlinck, " Les sept filles d’Orlamonde”，“La Reine est en prison’＼ 

in “Poesies completes ”， la Renaissance du Livre, p. 191-2, p. 219-20 

(25) 杉本秀太郎氏によると，メリザンドはフーケと同様水の精の体現であり，指

環や金の冠を泉に落すのもそのためで、あろう。また氏は， 「泉，指輪，船，

塔，洞窟，月光，（以下略）」などのメーテルリングの戯曲特有の「夢の細部

に貝J常な鮮明さであらわれる小道具が，常軌を逸した連続の結節として働

き，夢の全体をよく支えるものとなっている」ことを鋭く指摘される。（杉

本秀太郎訳『ベレアスとメリザンド』，湯川書房， 1978年， 142ページ，後に

『回り道』みすず書房， 12ページ再収）。なおミロシュとメーテルリンクやリ

ルケとの比較が全くおこなわれていないのはなぜだろうか？

(26) Milosz，“MephibosethぺA.Silvaire，に所収， p.138-9. 
(27) Noel, J.B.，“Le texte et l’avant-texteぺLarousse,p. 29. 
(28) le tombereauを仏和辞書では「放下車」と訳してある。つぎに記載するグ

ラン・ロベールの辞書をみると，後へ傾けて荷物をおろす箱をのせた車のこ

とであるが， フランス大革命のとき死刑囚を運んだ車のことを指したらし

い。 Voiturede charge, faite d’une caisse mont白 surdeux roues, 
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susceptible d’etre dechargee en basculant a l'arriere. Anciennet. 
Charrette transportant les condamnes a mort. (Terreur) ( ... ）“Le 
faubourg secoue par les lourds tombereauxぺBaudel.Tab. Paris. XL 

(29) Noel, J.B. op. citιp. 38, p. 68. 

(30) ibid., p. 103. 

(31) *La sirene au loin crie, et crie sur le fleuve 

* Les chalands amarres, les barils, le charbon dormir 

* Resonne un triste, triste, triste pas d’epouse chassee. 

* Te voici done, ami d’enfance ! Premier henissement si pur./Si clair ! 

Ah! Pauvre et sainte voix du premier cheval sous la pluie !/J’en-

tends aussi le pas merveilleux de mon f詑re,

(32) Guise, S.“Milosz et Swedenborg”， in“0. V. de L. Milosz”A. Silvaire, 

p. 178-186. Noel, J.B.，“Milosz lecteur de Swedenborg’＇， Revue des 

Sciences Humaines, oct・dee.1964, p. 521-562. 

(33) Milosz，“Poesie, IIぺp.136 
(34) Buge, J. op. citιp. 139 

(35) Milosz，“Poesie, II”， p. 140, p. 151 2 

(36) ibid., p. 142 

(37) ibid., p. 142 

(38) ibid., p. 143. De la magie des most que j'assemble ici./L’or du monde 

sensible tire sa secrete valeur. La verite est cela par rapport a quoi 
l'Illimite est situe./Mais la verite ne fait pas mentir le langage sacre: 

car elle est aussi le soleil visible du monde substantiel, de l'univers 

immobile./De ce soleil, 1’or terrestre tire sa substance et sa couleur ; 

l’homme la lumihe de sa connaissance. 

(39) “Les Arcanes”というミロシュ独特な書物を何と名づけてよいか困惑す

る。これは“ArsMagna”1924についても類似のことが言えよう。詩でも

背学でもエッセーでもなく，ラモン・ルルスやルイークロード・ドヴ・サンー

マルタン Louis-Claudede Saint-Martin，ジョー・ブスケ JoeBousquet 

の名前が連想される。

(40) Noel, J.B.“La Poesic-Philosophie de MiloszぺKlincksieck,p. 84, 88 
Godoy, A.“Milosz cc poete de l'amourぺA.Silvaire, p. 166 

(41) Milosz，“Poesie, II”， p. 146, 149 

( 42) ibid., p. 148 9 Toiというのは l’Autreであり Luiにほかならない。

(43) ibid., p. 105. J’y b白iiraile pain de l’A伍rmation./Dece oui eternel 

qui est une saveur/De feu, de ble et d’eau a la bouche des purs; （“Mi-

humim”） 
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(44) Milosz，“Les Arcanesぺp.19, p. 75 
(45) 0. V. de L. Milosz, A. Silvaire, 1959. p. 23.ルネ・ドヮ・ベルヴァルへの

ミロシュの手紙。なおベルヴアルは岩波新書『パリ間0年代』（設八一年）

139-64ページで「鳥たちの予言者・ミロシュ」という題の回想を語ってい

る。

補注

( 1) Buge, ］.“Milosz en quete du divin”Nizet, p. 134 

( 2 ) Buge, ]. ibid, p. 119 

( 3) たとえば『アルカナ』“LesArcanesぺp.123-4 の次の文が参考になろ
う。 L’homme,la er臼ture,est aussi libre que Dieu. La Seule chose 

qui importe en ce monde-en cet Univers total-est la pri訂e.

C’est la priたrequi donne connaissance et charite. Voifa la raison pour 

laquelle ii fallait de toute necessite que l'homme fUt fibre OU de ne 

ρσs prier. La pr注目 luia ete donnee comme une clef d’or et l’univers 

comme un co旺retpleins de diamants et de rubis stellaires. La clef 

etait unique. Ton orgeuil se revoltait a l’id白 dese servir d’une clef 
unique invent白 parun autre que toi. Tu as jete la clef dans le 

puits et tu as garde le coffret indestructible, le coffret couleur de 

nuit a jamais clos, h白 metiq附 m
一貰金の鍵」との関連とし、う重要なモチ一フが見られる。
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